
建設副産物 Ｑ＆Ａ 「紙マニの照合確認欄にサインは必要？」

◇照合確認欄の正しい使い方
廃棄物処理法で定められている紙マニフェストの記載事項は上記の１０項目です。そのた

め、照合確認欄にサインがないと不備になる、ということはありません。
交付の時点でこの欄にサインをしなければいけないと誤解されていることが多々あります

が、照合確認欄はＢ２・Ｄ・Ｅ票の返送があった際に、その返送期日に問題がないか確認す
るために使用するものです。交付の時点で照合確認欄にサインがあることはむしろ不自然と
いうことになります。
紙マニフェストには交付担当者や、運搬受託者等のサインを書く、あるいはサインをもらう

欄が複数あるため、それらが混同してこのような誤解が生まれていると言えます。法律で定
められた必須の記載事項とその他の欄の使い方を正しく理解することは紙マニフェストの不
備をなくし、管理の効率をあげることにもつながります。

紙マニの照合確認欄にサインは絶対必要？Ｑ．

照合確認欄は返送の確認のために利用します。Ａ．

照合確認欄は返送期日に問題がないかを確認するためのもの

今回のポイント

①交付年月日と交付番号

②マニフェスト交付担当者の氏名

③排出事業者の氏名又は名称と住所

④排出事業場の名称と所在地

⑤産業廃棄物の種類と数量

⑥石綿含有廃棄物が含まれる場合は

その量

⑦産業廃棄物の荷姿

⑧ 終処分を行う場所の所在地

⑨運搬又は処分を受託した者の氏名又

は名称と住所

⑩運搬先事業場の名称と所在地、積替

え保管を行う場合はその所在地
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■紙マニフェストの法的記載事項


